
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
開
発
史
の
一
端
を
伝
え
る
貴
重
な
書

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
に
と
っ
て
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
重
要
部
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
混
合
気
に
点
火
火
花
を
与
え

る
と
燃
焼
を
起
こ
す
が
、
強
い
火
花
を
与
え
る
と
燃
焼
も
よ
り
強
い
も
の
に
な
り
、
高
い
熱
効
率
と
出
力
が
得
ら
れ

る
。
こ
の
重
要
部
品
で
あ
る
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
開
発
に
お
い
て
Ｎ
Ｇ
Ｋ
（
日
本
特
殊
陶
業
）
は
一
九
七
〇
～

一
九
八
〇
年
代
に
研
究
を
重
ね
、
点
火
性
能
を
向
上
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
供
給
量
に
お
い
て
も
一
九
九
五
年
に
は
世

界
一
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
抜
い
て
ト
ッ
プ
に
立
っ
て
い
る
。

本
書
は
一
九
七
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
の
排
ガ
ス
規
制
・
マ
ス
キ
ー
法
の
時
代
か
ら
始
ま
る
。
ク
リ
ア
す
る
の
は
困
難

と
言
わ
れ
た
マ
ス
キ
ー
法
を
ホ
ン
ダ
シ
ビ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
が
世
界
で
初
め
て
ク
リ
ア
し
た
。
そ
の
エ
ン

ジ
ン
に
Ｎ
Ｇ
Ｋ
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
が
使
わ
れ
た
。
本
田
宗
一
郎
社
長
か
ら
直
々
に
打
診
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
も
興

味
深
い
。
Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
よ
う
に
副
燃
焼
室
を
持
っ
て
お
り
、
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ

は
そ
こ
に
装
着
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
く
す
ぶ
り
汚
損
が
起
こ
り
や
す
い
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
は
そ
れ
へ
の
対
応
に
成
功
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
た
だ
強
い
火
花
を
出
せ
ば
良
い
だ
け
で
は
な
い
。
同
じ
エ
ン
ジ
ン
で
も
使
用
条

件
は
い
ろ
い
ろ
で
、
低
負
荷
低
回
転
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
高
負
荷
高
回
転
の
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
応
で
き
る

熱
価
の
幅
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
重
要
視
さ
れ
る
の
が
耐
久
性
で
あ
る
。
燃
焼
室
内
は
高
温
環
境
に
あ
り
ス
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パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
酸
化
消
耗
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
電
極
は
基
本
ニ
ッ
ケ
ル
合
金
で
、
こ
れ
に
シ

リ
コ
ン
や
マ
ン
ガ
ン
、
チ
タ
ン
な
ど
を
添
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
消
耗
品
で
は
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
長
期
間
の
使

用
が
求
め
ら
れ
る
。
耐
久
性
能
の
高
い
白
金
プ
ラ
グ
は
ト
ヨ
タ
の
要
求
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。

エ
ン
ジ
ン
へ
の
燃
料
供
給
方
式
が
一
九
八
〇
年
代
に
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
か
ら
燃
料
噴
射
方
式
に
変
わ
り
、
触
媒
と
し

て
三
元
触
媒
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
三
元
触
媒
を
正
し
く
働
か
せ
る
に
は
理
論
混
合
比
（
ス
ト
イ
キ
）
で
の

燃
焼
が
必
要
で
あ
る
。
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
も
そ
れ
に
合
わ
せ
た
も
の
が
求
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
火
花
放
電
に
よ
る
電
波
雑
音
へ
の
対
応
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
抵
抗
入
り
プ
ラ
グ
は
そ
の
低
減
に
寄

与
す
る
が
、
そ
れ
に
も
方
式
が
あ
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
は
先
を
見
越
し
て
滑
石
充
填
方
式
か
ら
モ
ノ
リ
シ
ッ
ク
形
へ
の
対
応

の
た
め
、
Ｇ
Ｓ
接
合
方
式
へ
転
換
を
な
し
た
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
形
の
抵
抗
入
り
プ
ラ
グ
か
ら
の
転

換
が
遅
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
へ
の
納
入
も
で
き
な
く
な
る
。

自
動
車
技
術
で
は
定
評
の
あ
る
ド
イ
ツ
の
メ
ー
カ
ー
２
社
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
へ
の
納
入
は
、
Ｎ

Ｇ
Ｋ
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
信
頼
性
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
よ
り
評
価
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

本
書
は
、
日
本
の
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｋ
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
世
界
一
へ
の
道
程
を
記
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
技
術
解
説
書
で
は
な
い
が
、
本
文
中
に
は
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
自
体
の
図
版
や
解
説
も
あ
り
、
そ
の

構
造
・
機
能
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
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著
者
の
西
尾
兼
光
氏
は
、
こ
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
開
発
を
担
当
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
、
も
と
も
と
電
気
技
師
で

あ
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｋ
に
入
社
以
来
、
一
貫
し
て
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
開
発
に
携
わ
っ
て
き
て
、
そ
の
間
に
多
く
の
開
発
、

改
良
を
行
な
い
、
名
実
と
も
に
世
界
一
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
メ
ー
カ
ー
の
地
歩
を
築
い
た
本
人
で
あ
る
。
よ
っ
て
本

書
は
当
事
者
に
よ
る
貴
重
な
証
言
で
も
あ
り
、当
時
の
臨
場
感
が
あ
り
あ
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
を
、読
者
の
方
々

は
感
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
重
要
な
エ
ン
ジ
ン
部
品
で
あ
る
が
、
従
来
そ
の
開
発
史
の
一
端
を
ま
と
め
た
書
籍
は
な
か
っ

た
だ
け
に
、
貴
重
な
書
と
い
え
る
。

一
般
社
団
法
人　

日
本
陸
用
内
燃
機
関
協
会
『
Ｌ
Ｅ
Ｍ
Ａ
』
編
集
長

日
本
自
動
車
研
究
者 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
（
Ｒ
Ｊ
Ｃ
） 

会
長　
　
　

飯
塚
昭
三
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は
じ
め
に

一
九
九
五
年
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
世
界
の
頂
点
に
立
っ
た
。
本
書
は
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て

世
界
一
に
な
れ
た
の
か
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
関
わ
り
を
主
に
記
述
し
た
実
話
で
あ
る
。
出
来
事
は
一
九
七
〇
年

代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
と
遠
い
昔
の
話
で
あ
る
。
秘
密
事
項
も
消
滅
し
て
い
る
の
で
実
名
で
記
述
し
た
。
当
時
活
躍

さ
れ
、
こ
の
物
語
に
登
場
さ
れ
た
多
く
の
方
々
は
旅
立
た
れ
た
。
こ
の
物
語
の
主
人
公
西
尾
兼
光
の
上
司
は
誰
一
人

存
命
し
て
い
な
い
。

西
尾
が
日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社
（
日
特
、Ｎ
Ｇ
Ｋ
な
ど
と
略
さ
れ
る
）
に
入
社
し
た
の
は
一
九
六
三
年
で
あ
る
。

日
特
は
一
九
三
六
年
、
日
本
碍
子
か
ら
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
製
造
と
販
売
を
も
っ
て
独
立
し
た
会
社
で
あ
る
。
西
尾

が
入
社
し
た
頃
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
業
界
は
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
社
が
世
界
一
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
た
。

日
本
に
は
日
特
以
外
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
系
列
で
日
本
電
装
、
日
立
製
作
所
も
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
生
産
を
行
な
っ

て
い
た
。
日
本
電
装
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
向
け
で
、日
立
製
作
所
は
日
産
自
動
車
に
納
入
し
て
い
た
。
こ
の
当
時
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
二
社
購
買
が
普
通
で
あ
っ
た
か
ら
、
ど
の
系
列
に
も
属
し
な
い
日
特
は
ト
ヨ
タ
に
も
日
産
に
も
、
新
車
に

組
み
付
け
ら
れ
る
Ｏ
Ｅ
Ｍ
納
入
を
果
た
し
て
い
た
。

一
九
七
〇
年
、
ア
メ
リ
カ
で
マ
ス
キ
ー
法
が
発
効
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
気
ガ
ス
浄
化

規
制
で
あ
る
。
日
特
の
技
術
陣
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
開
発
部
隊
に
寄
り
添
い
、
排
気
ガ
ス
浄
化
用
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
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グ
の
開
発
に
没
頭
し
た
。
燃
費
が
良
く
、
排
気
ガ
ス
規
制
を
ク
リ
ア
し
た
日
本
車
は
世
界
中
に
販
売
さ
れ
、

一
九
八
〇
年
、
日
本
車
が
ア
メ
リ
カ
車
を
抜
い
て
世
界
一
に
な
っ
た
。
日
本
車
の
ど
の
メ
ー
カ
ー
に
も
Ｏ
Ｅ
Ｍ
納
入

を
し
て
い
た
日
特
は
、
日
本
国
内
で
は
ダ
ン
ト
ツ
の
日
本
一
に
な
っ
た
。

世
界
一
に
な
っ
た
日
本
の
自
動
車
は
そ
の
後
も
十
一
年
に
わ
た
り
世
界
一
を
継
続
し
た
。
お
か
げ
で
Ｎ
Ｇ
Ｋ
ス

パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
世
界
各
国
で
補
修
用
と
し
て
も
販
売
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
第
二
位
に
駆
け
上
っ
た
。
排
気
ガ

ス
浄
化
競
争
で
惨
敗
し
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
社
は
年
々
生
産
数
量
を
低
減
、
モ
ノ
リ
シ
ッ
ク
形
抵
抗
入
り
プ
ラ
グ
の
開

発
に
も
遅
れ
て
没
落
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
メ
ー
カ
ー
に
寄
り
添
う
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
重
視
の
戦
略
で
、
長
年
世
界

の
王
者
と
し
て
君
臨
し
て
き
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
社
を
凌
駕
、
つ
い
に
世
界
の
頂
点
に
立
っ
た
。

多
く
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
寄
り
添
い
、
懸
命
に
努
力
し
て
勝
ち
取
っ
た
成
果
を
、
時
に
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
物

語
風
に
記
述
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
一
方
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
が
ど
ん
な
も
の
か
、
ど
ん
な
機
能
を
持
っ
て
い

る
か
、
随
所
に
図
や
写
真
、
数
値
を
表
記
し
て
、
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
技
術
書
に
も
な
る
よ
う
心
掛
け
た
。

い
ず
れ
も
二
十
世
紀
後
半
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
必
死
で
頑
張
っ
た
技
術
者
達
の
記
録
で
あ
る
。
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第
一
章　

本
田
宗
一
郎
社
長
か
ら
の
依
頼

一
九
七
三
年
の
年
明
け
、
本
田
技
研
工
業
の
新
年
祝
賀
会
が
、
例
年
通
り
行
な
わ
れ
た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
か
日

産
自
動
車
で
も
行
な
わ
れ
て
い
る
新
年
祝
賀
会
が
、
部
品
納
入
業
者
や
何
ら
か
の
か
た
ち
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

企
業
の
社
長
や
取
締
役
、
そ
の
会
社
を
代
表
す
る
幹
部
が
出
席
し
て
挨
拶
を
交
わ
す
社
交
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社
（
以
下
Ｎ
Ｇ
Ｋ
）
は
設
立
当
初
か
ら
エ
ン
ジ
ン
部
品
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
を
本
田
技
研
工

業
に
納
入
し
て
お
り
大
切
な
顧
客
で
あ
っ
た
か
ら
、
今
年
も
Ｎ
Ｇ
Ｋ
か
ら
は
小
川
社
長
と
浅
野
常
務
取
締
役
営
業
本

部
長
が
出
席
し
た
。

ど
こ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
同
じ
よ
う
な
形
式
で
新
年
祝
賀
会
が
行
な
わ
れ
る
。
社
長
と
幹
部
の
方
々
が
雛
壇
で

二
列
に
並
び
順
番
に
名
刺
交
換
と
挨
拶
を
行
な
う
形
で
あ
る
。
本
田
技
研
工
業
は
オ
ー
ト
バ
イ
で
は
技
術
力
、
生
産

台
数
で
も
ダ
ン
ト
ツ
の
世
界
一
で
あ
っ
た
。
加
え
て
一
九
七
二
年
七
月
、
シ
ビ
ッ
ク
が
国
内
で
発
売
さ
れ
た
。
世
界

へ
向
け
た
本
格
的
な
四
輪
市
場
へ
の
参
入
と
な
っ
た
。
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
の
本
田
宗
一
郎
社
長
と
の
挨
拶
会
で

あ
る
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
で
評
価
さ
れ
た
排
気
ガ
ス
対
策
エ
ン
ジ
ン
Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
搭
載
車
の
同
車
は
、
一
九
七
三
年

十
二
月
に
発
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

順
番
が
来
て
小
川
社
長
と
浅
野
常
務
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
本
田
宗
一
郎
社
長
の
前
に
立
ち
、
名
刺
交
換
と
新
年

の
挨
拶
を
取
り
交
わ
し
た
。
普
段
な
ら
こ
れ
で
終
わ
る
と
こ
ろ
、
本
田
宗
一
郎
社
長
が
浅
野
常
務
に
向
か
っ
て
「
頼
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み
た
い
こ
と
が
あ
る
」
と
、
二
人
を
引
き
留
め
た
。
時
代
の
先
端
を
走
る
〝
時
の
人
〟
の
言
葉
に
、
常
務
は
真
顔
に

な
っ
て
直
立
不
動
の
姿
勢
に
な
っ
た
。

「
新
発
売
し
た
シ
ビ
ッ
ク
の
運
転
中
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
た
い
。
計
測
器
を
頼
み
ま
す
」

「
運
転
中
の
絶
縁
抵
抗
測
定
で
す
か
」

そ
う
聞
き
返
そ
う
と
し
た
が
言
葉
を
飲
み
、
承
知
し
ま
し
た
と
頭
を
下
げ
た
。
浅
野
常
務
は
文
系
で
し
か
も
営
業

一
筋
、
依
頼
の
内
容
を
理
解
し
た
と
は
思
え
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
は
ベ
テ
ラ
ン
の
営
業
マ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て

も
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
の
本
田
宗
一
郎
社
長
が
「
運
転
中
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
た
い
」
と
細
か
な
技
術
依
頼
を

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
浅
野
常
務
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
。
と
に
か
く
技
術
部
に
連
絡
し
て
早
急
に
対
処
し
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。

技
術
部
第
二
技
術
課
の
渡
辺
譲
課
長
は
エ
ン
ジ
ン
技
術
に
精
通
し
て
い
て
、
自
ら
図
面
を
ひ
い
て
、
エ
ン
ジ
ン
製

作
が
で
き
る
ほ
ど
の
才
覚
が
あ
っ
た
。現
に
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
熱
価
を
測
定
す
る
エ
ン
ジ
ン
は
渡
辺
課
長
が
設
計
、

製
作
。
日
常
業
務
と
し
て
生
産
管
理
で
使
用
し
て
い
る
。
そ
ん
な
技
術
部
一
の
切
れ
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に
し
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｋ
の
主
力
商
品
は
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
で
あ
る
。
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼
室
に
装
着
さ
れ
、
ガ

ソ
リ
ン
混
合
気
を
点
火
す
る
火
種
、
マ
ッ
チ
の
機
能
を
有
す
る
エ
ン
ジ
ン
部
品
で
あ
る
。
技
術
に
絡
む
内
容
は
す
べ

て
技
術
部
が
窓
口
で
あ
る
か
ら
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
要
望
や
、
製
造
部
門
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
な
ん

で
も
引
き
受
け
る
部
署
で
あ
る
。
技
術
部
に
は
現
行
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
を
主
に
担
当
す
る
第
一
技
術
課
、
先
行
開

12



発
部
隊
の
第
二
技
術
課
、
航
空
機
用
や
特
殊
プ
ラ
グ
を
担

当
す
る
第
三
技
術
課
、
グ
ロ
ー
プ
ラ
グ
担
当
の
第
四
技
術

課
、
試
作
課
の
五
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
技
術
課
は
現
行
納
入
さ
れ
て
い
る
ス
パ
ー
ク
プ

ラ
グ
の
技
術
フ
ォ
ロ
ー
が
主
務
で
、
メ
ー
カ
ー
納
入
が
決

ま
っ
た
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
設
計
や
そ
の
評
価
を
、
エ
ン

ジ
ン
メ
ー
カ
ー
か
ら
借
用
し
た
エ
ン
ジ
ン
な
ど
を
使
用

し
て
行
な
っ
て
い
た
。
総
大
将
は
岡
村
鐘
雄
課
長
で
あ

る
。
営
業
的
な
セ
ン
ス
が
豊
富
で
、
営
業
部
長
と
し
て
も

役
に
立
つ
技
量
を
持
っ
て
い
た
。
一
九
九
五
年
に
は
代
表

取
締
役
社
長
に
就
任
す
る
ほ
ど
、
課
長
時
代
か
ら
か
ら
経

営
者
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
た
。
岡
村
課
長
グ
ル
ー
プ

に
一
九
六
三
年
入
社
の
西
山
勝
正
が
い
た
。
渦
中
の
Ｃ
Ｖ

Ｃ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
の
ホ
ン
ダ
担
当
で
あ
る
。
日
々
Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｃ

開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
技
術
折
衝
を
行
な
っ
て
い
た
。

先
行
開
発
部
隊
の
第
二
技
術
課
は
設
計
、
エ
ン
ジ
ン
実

験
、
机
上
実
験
の
三
部
門
に
分
か
れ
、
総
勢
二
十
一
人
の

図1-1　1972年10月12日、CVCCエンジン発表会の本田宗一郎社長
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図1-2　1973年12月に発売された、CVCCエンジン搭載のホンダシビック

図1-3　ホンダシビックに搭載されたCVCCエンジン
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形
状
で
あ
る
。
絶
縁
体
を
引
っ
込
め
、
濃
い
混
合
気
に
触
れ
に
く
く
、
絶
縁
体

と
主
体
金
具
間
の
隙
間
を
狭
く
絞
っ
て
、
濃
い
混
合
気
の
流
入
が
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
絶
縁
体
先
端
部
は
燃
焼
ガ
ス
に
さ
ら
さ
れ
や
す
く
、
付

着
し
た
カ
ー
ボ
ン
を
少
し
で
も
燃
焼
さ
せ
、
自
己
清
浄
で
き
る
形
状
で
あ
る
。

排
気
ガ
ス
が
き
れ
い
な
Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
専
用
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
と
し

て
、
エ
ン
ジ
ン
ヘ
ッ
ド
に
品
番
指
定
の
プ
レ
ー
ト
が
張
り
付
け
ら
れ
た
。
排
気

ガ
ス
対
策
用
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
世
界
第
一
号
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
パ
ー

ク
プ
ラ
グ
最
大
手
、
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
社
は
こ
の
頃
ま
だ
排
気
ガ
ス

対
策
用
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
に
無
関
心
の
よ
う
に
み
え
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
の

直
納
入
に
支
障
を
来
す
の
で
は
と
予
想
さ
れ
た
。

一
般
的
に
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
用
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
図
１
︱
９
の
よ
う
な
環
境
に
装
着
さ
れ
て
い
て
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ

Ｃ
エ
ン
ジ
ン
と
同
じ
よ
う
な
カ
ー
ボ
ン
汚
損
の
環
境
に
あ
る
。
付
着
し
た
カ
ー
ボ
ン
は
酸
化
雰
囲
気
で
あ
れ
ば
あ
る

程
度
の
温
度
で
燃
焼
し
て
除
去
で
き
る
。
し
か
し
温
度
を
高
く
す
る
と
、
こ
の
高
温
部
分
で
自
己
着
火
が
起
こ
り
、

焼
玉
エ
ン
ジ
ン
化
す
る
。カ
ー
ボ
ン
が
浄
化
で
き
自
己
着
火
し
な
い
温
度
範
囲
内
を
熱
範
囲
と
呼
び
、こ
れ
は
ス
パ
ー

ク
プ
ラ
グ
の
重
要
な
性
能
で
あ
る
。

図
１
︱
15
は
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
重
要
な
性
能
で
あ
る
熱
範
囲
を
示
し
た
図
で
あ
る
。
温
度
が
上
が
り
や
す
い 図1-14　CVCC専用プラグの発火部形状
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ホ
ッ
ト
タ
イ
プ
と
上
が
り
に
く
い
コ
ー
ル
ド
タ
イ
プ
と
で

は
図
の
よ
う
に
熱
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
。

カ
ー
ボ
ン
が
付
着
し
た
絶
縁
体
の
温
度
を
五
百
二
十
℃

以
上
の
高
温
度
に
す
る
と
、
付
着
し
た
カ
ー
ボ
ン
は
燃
え
て

消
失
し
、
汚
損
さ
れ
る
前
の
状
態
に
復
帰
す
る
。
こ
の
こ
と

を
自
己
清
浄
作
用
と
呼
ぶ
。
汚
損
領
域
に
あ
る
プ
ラ
グ
を
取

り
外
し
て
見
る
と
、
真
っ
黒
に
カ
ー
ボ
ン
が
付
着
し
て
お

り
、
一
目
瞭
然
、
汚
れ
て
い
て
こ
れ
は
だ
め
だ
と
判
断
で
き

る
。高

温
に
す
れ
ば
よ
り
自
己
清
浄
能
力
は
向
上
す
る
が
、
何

事
に
も
限
度
が
あ
っ
て
、
九
百
五
十
℃
あ
た
り
で
自
己
着
火

現
象
が
起
こ
る
。
プ
ラ
グ
の
先
端
が
火
の
玉
と
な
っ
て
、
火

花
放
電
し
な
く
て
も
点
火
し
て
し
ま
う
。
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ

の
重
要
な
機
能
の
一
つ
が
、
点
火
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
。

こ
こ
ぞ
と
い
う
と
こ
ろ
で
火
花
放
電
さ
せ
、
点
火
さ
せ
る
。

点
火
タ
イ
ミ
ン
グ
を
決
め
て
い
る
の
も
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ

の
役
目
で
あ
り
、
そ
の
重
要
な
機
能
が
消
失
し
て
し
ま
う
。

図1-15　スパークプラグの熱範囲
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社
内
で
は
誰
も
が
無
関
心
で
あ
っ
た
。
自
動
車
か
ら
発
生
し
て
い
る
妨
害
電
波
が
テ
レ
ビ
放
送
な
ど
電
波
を
利
用

し
て
い
る
機
器
に
妨
害
を
与
え
て
い
る
な
ん
て
、
し
か
も
そ
の
妨
害
電
波
の
発
生
源
が
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
で
あ
る
と

は
、
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
は
る
か
昔
無
線
通
信
に
火
花
発
信
器
が
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
電
気
工
学
を
学
ん

だ
者
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
電
波
発
生
の
理
論
で
あ
る
。
火
花
放
電
現
象
を
卒
論
の
テ
ー
マ
に
選
ん
で
い
た
西
尾

は
こ
の
こ
と
を
学
生
時
代
か
ら
知
っ
て
い
た
。
委
員
会
か

ら
得
た
情
報
も
貴
重
な
資
料
に
な
っ
た
。
た
ち
ま
ち
社
内

で
、
自
動
車
か
ら
発
生
す
る
電
波
障
害
の
第
一
人
者
に

な
っ
た
。

図
３
︱
４
は
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
放
電
電
流
測
定
実
験

装
置
で
あ
る
。
点
火
コ
イ
ル
で
発
生
し
た
高
電
圧
を
ス

パ
ー
ク
プ
ラ
グ
に
加
え
、
火
花
放
電
さ
せ
、
そ
の
放
電
電

流
を
電
流
検
出
器
で
出
力
し
、
シ
ン
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
で
出

力
電
流
を
計
測
す
る
。
こ
の
電
流
は
主
に
ス
パ
ー
ク
プ
ラ

グ
の
静
電
容
量
に
蓄
積
さ
れ
た
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

か
ら
容
量
放
電
電
流
と
呼
ん
で
い
る
。

図
３
︱
５
は
計
測
さ
れ
た
容
量
放
電
電
流
の
電
流
波
形

で
あ
る
。
横
軸
は
ｎ
（
ナ
ノ
秒
）
で
十
の
マ
イ
ナ
ス
九
乗

図3-4　放電電流測定実験装置

図3-5　容量放電電流（5nsec/div  25A/div）
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ブ
ロ
ッ
ク
構
造
が
構
築
で
き
、
容
量
放
電
電
流
を
低
減
で
き
る
結
果

と
な
っ
た
。

十
二
ミ
リ
と
限
ら
れ
た
抵
抗
体
長
で
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
機
能
や

性
能
を
維
持
し
、
こ
の
十
二
ミ
リ
間
を
で
き
る
だ
け
長
い
通
路
で
電

流
を
流
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
実
質
抵
抗
分
は
高
く
な
る
。
さ
て
ど

う
や
っ
て
実
現
す
る
か
。
西
尾
グ
ル
ー
プ
の
所
属
と
な
っ
た
酒
井
は

連
日
二
十
種
類
以
上
の
異
な
っ
た
組
み
合
わ
せ
の
サ
ン
プ
ル
を
製
作

し
、
火
花
耐
久
試
験
機
に
取
り
付
け
、
時
に
は
徹
夜
も
い
と
わ
ず
ブ

ロ
ッ
ク
構
造
構
築
に
没
頭
し
た
。

図
３
︱
18
は
当
時
生
産
中
の
Ｒ
プ
ラ
グ
（
左
）
と
、
新
た
に
開
発

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
構
造
（
右
）
の
カ
ッ
ト
写
真
で
あ
る
。
二
倍
に
拡
大

し
た
写
真
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
違
い
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
カ
ッ

ト
面
を
百
五
十
倍
に
拡
大
し
た
図
３
︱
19
に
示
し
た
。
白
く
石
の
か

け
た
よ
う
に
見
え
る
の
が
溶
け
て
い
な
い
ガ
ラ
ス
骨
材
、
き
れ
い
な

ブ
ロ
ッ
ク
構
造
で
は
な
い
が
、
黒
い
導
電
性
の
抵
抗
の
中
に
散
在
し

て
、
電
流
の
流
れ
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
し
て
い
る
。

毎
月
市
場
か
ら
集
め
た
Ｒ
プ
ラ
グ
を
調
査
し
て
い
る
が
、
ブ
ロ
ッ

図3-18　当時生産中のRプラグ（左）
と新開発ブロック構造（右）の比較
カット写真

図3-19　新たに開発したブロック構造
のカット面を150倍拡大した写真
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ケ
ル
電
極
プ
ラ
グ
に
比
べ
て
格
段
に
良
好
な
ト
ヨ
タ
向
け
白
金
プ
ラ
グ
は

完
成
し
た
。
外
観
形
状
は
五
段
コ
ル
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
五
つ
の
山
に
着
色
帯

を
付
け
て
一
般
プ
ラ
グ
と
識
別
し
た
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
プ
ラ
グ
の
開
発
に
難
色
を
示
し
た
営
業
幹
部
も

ト
ヨ
タ
の
要
求
を
正
面
か
ら
反
対
で
き
ず
、な
し
崩
し
的
に
開
発
が
進
み
、

プ
ラ
グ
技
術
部
の
懸
命
な
努
力
が
実
っ
て
、
ト
ヨ
タ
か
ら
要
求
さ
れ
た
性

能
を
全
面
的
に
満
足
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、
技
術
承
認
さ
れ
た
。
量
産

納
入
は
一
九
八
二
年
八
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
プ
ラ

グ
の
量
産
開
始
は
世
界
初
で
あ
る
。
た
ち
ま
ち
日
産
や
他
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
プ
ラ
グ
の
引
き
合
い
が
多
発
し
た
。
ス

パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
消
耗
品
で
あ
り
、
取
り
換
え
部
品
で
あ
る
と
の
認
識
は

消
失
し
た
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
要
求
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
と
は
異
な
る
、
性
能
、
耐
久
性
を
具
備
し
た
、

世
界
初
の
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
グ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
図
４
︱
13
の
よ

う
な
金
色
に
メ
ッ
キ
し
た
記
念
品
プ
ラ
グ
も
展
示
用
に
製
作
し
た
。

図4-12　トヨタ向け白金プラグの仕様
図4-13　展示記念品として製作
された金色の白金プラグ
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エ
ン
ジ
ン
試
験
室
担
当
の
芳
山
主
査
が
発
言
し
た
。

「
中
心
電
極
を
細
く
、
外
側
電
極
も
小
さ
く
し
て
消
炎
作
用
を
少
な

く
し
た
点
火
性
能
の
高
い
プ
ラ
グ
が
排
気
ガ
ス
浄
化
に
寄
与
し
ま
す
か

ら
、
我
々
の
目
指
す
方
向
は
日
産
向
け
の
よ
う
な
白
金
プ
ラ
グ
形
状
で

す
よ
。
今
時
こ
ん
な
頭
で
っ
か
ち
の
、
試
作
検
討
す
る
ま
で
も
な
い
不

格
好
な
形
状
の
提
案
を
、
部
長
は
よ
く
も
引
き
受
け
ま
し
た
ね
。
試
作

の
鈴
木
さ
ん
も
交
え
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
や
る
価
値
は
な
い
と
の
結

論
で
す
。
ま
さ
に
素
人
の
思
い
付
き
で
す
よ
」

生
産
設
計
担
当
の
亀
垣
主
査
は
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
言
っ
た
。
プ
ロ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
た
。

「
亀
垣
君
、
君
の
言
う
通
り
だ
。
し
か
し
技
術
者
と
い
え
ど
も
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
よ
。
優
れ
た
技
術
者
は

優
れ
た
営
業
マ
ン
で
も
あ
る
。
お
客
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
ず
に
何
の
技
術
屋
だ
。
我
々
の
技
術
部
は
お
客
さ
ん

が
欲
し
が
る
技
術
を
具
現
化
す
る
技
術
部
な
ん
だ
。
確
か
に
白
金
プ
ラ
グ
は
自
信
作
だ
よ
。
し
か
し
お
客
さ
ん
に
興

味
な
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
ど
う
あ
が
い
て
も
致
し
方
な
い
。
お
客
さ
ん
が
欲
し
い
も
の
を
開
発
す
る
。
本
質
を
忘
れ

て
し
ま
っ
て
は
困
る
、
自
分
た
ち
の
興
味
で
事
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
お
客
さ
ん
の
要
望
に
応
え
る
、
こ

れ
が
我
々
の
仕
事
な
ん
だ
」

西
尾
は
日
ご
ろ
の
持
論
を
振
り
か
ざ
し
た
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
す
る
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
た
。

何
度
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
も
ハ
イ
、
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
だ
っ
た
。
よ
う
や
く
重
い
扉
が
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
機
会
を

図5-12　当初に描かれたリング
形状の外側電極プラグの図
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は
電
極
に
吸
収
（
冷
却
）
さ
れ
る
た
め
、
火
炎
核
の
成
長
に
寄
与
し
な
い
。
し

た
が
っ
て
点
火
性
能
を
向
上
さ
せ
る
に
は
電
極
面
積
を
小
さ
く
し
て
、
電
極
に

吸
収
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
小
さ
く
し
た
方
が
よ
い
。
図
６
︱
６
に
電
極
間
の

有
効
な
火
花
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
損
失
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
概
要
を
示
す
。
外
側
電
極
と

中
心
電
極
近
傍
は
せ
っ
か
く
の
火
花
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
電
極
に
吸
収
さ
れ
て
、
損

失
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
。

図
６
︱
６
の
よ
う
に
Ｖ
型
形
状
の
溝
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
電
極
の
外
周

寄
り
で
火
花
放
電
す
る
か
ら
、
電
極
に
吸
収
さ
れ
る
火
花
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
小
さ

く
な
り
、
火
花
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
火
炎
核
は
大
き
く
成
長
す

る
。
こ
れ
に
比
べ
従
来
型
プ
ラ
グ
で
は
火
花
放
電
が
外
周
寄
り
に
発
生
し
な
い
か
ら
、
有
効
火
花
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
小

さ
く
な
り
、
生
成
さ
れ
る
火
炎
核
も
小
さ
く
な
る
。

火
花
放
電
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
火
炎
核
は
そ
の
周
辺
の
混
合
気
を
燃
焼
さ
せ
、
大
き
く
な
ろ
う
と
す
る
が
、
こ

の
と
き
電
極
と
接
触
す
る
の
で
、
電
極
に
よ
っ
て
冷
却
作
用
（
消
炎
作
用
）
が
発
生
し
て
、
火
炎
核
の
成
長
が
妨
げ

ら
れ
る
。
消
炎
作
用
を
減
少
さ
せ
る
に
は
電
極
面
積
を
小
さ
く
す
る
こ
と
と
、
電
極
の
影
響
を
受
け
な
い
よ
う
電
極

か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
消
炎
作
用
は
減
少
し
、
効
果
が
あ
る
。

ま
た
火
炎
核
の
中
に
は
プ
ラ
ス
イ
オ
ン
が
多
く
存
在
し
て
い
る
の
で
、
火
炎
核
全
体
が
プ
ラ
ス
に
帯
電
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
火
炎
核
は
マ
イ
ナ
ス
電
極
（
中
心
電
極
）
に
吸
引
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
一
般
的
に
中

図6-5　V型形状の溝付きプラグの火花
放電の様子
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あ
と
が
き

全
体
を
通
し
て
西
尾
、
つ
ま
り
著
者
か
ら
見
た
自
慢
話
の
よ
う
に
な
っ
て
恐

縮
だ
が
、
い
ず
れ
も
実
話
で
あ
る
。

「
内
燃
機
関
が
発
明
さ
れ
て
以
来
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
姿
を
変
え
ず
に
今
日
ま

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
エ
ン
ジ
ン
部
品
が
あ
る
。
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
で
あ
る
。

ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
点
火
栓
と
呼
ば
れ
、
点
火
プ
ラ
グ
と
呼
ば
れ
、
今
日
ス

パ
ー
ク
プ
ラ
グ
と
な
っ
た
」

山
海
堂
か
ら
出
版
し
た
『
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
』
の
「
は
じ
め
に
」
の
書
き
出

し
で
あ
る
。
そ
の
本
の
出
版
は
一
九
九
九
年
十
二
月
で
あ
る
か
ら
四
半
世
紀
以

上
も
前
に
な
る
。

二
〇
二
四
年
二
月
二
十
六
日
、
著
者
は
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
近
く
の
温
泉
宿

に
い
る
。
五
十
年
も
前
に
関
わ
っ
た
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
話
で
あ
る
。

二
〇
二
三
年
の
Ｎ
Ｇ
Ｋ
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
生
産
数
は
八
億
個
で
あ
っ
た
。
こ
の

物
語
の
中
心
と
な
る
時
代
、
一
九
八
〇
年
頃
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
社
と
同
じ
数
量

で
あ
る
。
い
つ
の
日
か
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
社
を
抜
い
て
世
界
一
に
な
ろ
う
と
、
大

き
な
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
た
、
い
い
時
代
だ
っ
た
。
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
は
エ

NGKから販売される各種スパークプラグの一部
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ン
ジ
ン
の
心
臓
で
あ
る
と
、
開
発
に
全
力
で
頑
張
っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

記
録
で
も
あ
る
。
世
界
一
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
メ
ー
カ
ー
に
な
る
に
は

ど
う
活
躍
し
た
ら
達
成
で
き
る
か
、
そ
の
記
録
で
も
あ
る
。
次
の
世
代

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
も
継
承
で
き
れ
ば
と
望
ん
だ
記
録
で
も
あ
る
。

幸
い
な
こ
と
に
日
本
の
自
動
車
は
一
九
八
〇
年
に
世
界
一
に
な
り
、

十
一
年
間
も
世
界
一
を
継
続
し
た
。
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら

撤
退
し
た
日
立
製
作
所
納
入
先
の
日
産
自
動
車
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
も
全
数
Ｎ
Ｇ

Ｋ
に
な
る
な
ど
、
す
べ
て
の
日
本
車
メ
ー
カ
ー
へ
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
納
入
と

な
っ
た
。
フ
ォ
ロ
ー
の
風
に
あ
お
ら
れ
、
ド
イ
ツ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
Ｏ
Ｅ
Ｍ
獲
得
へ
と
夢
を
広
げ
た
。

ボ
ッ
シ
ュ
社
の
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
を
徹
底
的
に
調
査
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
試
験
を
行
な
い
、そ
の
弱
点
を
解
析
し
て
、

こ
れ
を
凌
駕
す
る
性
能
を
確
保
す
る
研
究
に
没
頭
し
た
。
ド
イ
ツ
の
名
門
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
に
採
用
さ
れ
た
の
も
、

Ｎ
Ｇ
Ｋ
技
術
陣
の
弛
ま
ぬ
挑
戦
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
つ
の
日
か
世
界
の
頂
点
に
立
つ
と
旗
を
振
っ
た
エ
ン
ジ

ニ
ア
た
ち
が
い
た
こ
と
が
頂
点
に
立
て
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

こ
の
物
語
に
記
述
し
た
多
く
の
デ
ー
タ
や
写
真
は
著
者
の
後
に
プ
ラ
グ
技
術
部
長
に
な
っ
た
吉
田
光
孝
氏
に
寄
贈

さ
れ
た
も
の
で
、
深
い
感
謝
で
あ
る
。

ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
と
い
う
エ
ン
ジ
ン
部
品
に
全
力
投
球
で
き
た
若
い
頃
を
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
い
い

時
代
だ
っ
た
。

米国特殊陶業ウェストバージニア工場
で上院議員ケーパートン氏（左）と会
談する西尾（専務取締役センサ―事業
部長時代、1998年）
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